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源
氏
物
語
の
閏
冒
頭
を
少
し
引
用
し
て
み
よ
う
。

い
づ
れ
の
御
時
に
か
、
:
:
:
(
中
略
)
。
は
じ
め
よ
り
「
我
は
」
と

思
ひ
上
が
り
た
ま
へ
る
御
か
た
が
た
、
め
ざ
ま
し
き
も
の
に
お
と
し

め
嫉
み
た
ま
ふ
。
(
中
略
)
「
唐
土
に
も
、
か
か
る
事
の
制
引
に
こ
そ
、

世
も
乱
れ
、
あ
し
か
り
け
れ
」
と
、
ゃ
う
や
う
天
の
下
に
も
あ
ぢ
き

な
う
、
人
の
叫
寸
刻
引
刈
什
討
に
な
り
て
、
楊
貴
妃
の
例
も
引
き
出

で
つ
ベ
く
な
り
ゆ
く
に
、
い
と
は
し
た
な
き
こ
と
多
か
れ
ど
、
か
た

じ
け
な
き
御
心
ば
へ
の
た
ぐ
ひ
な
き
を
欄
刈
に
て
ま
じ
ら
ひ
た
ま
ふ
。

(
新
潮
の
日
本
古
典
集
成
本
に
よ
る
。
私
に
漢
字
に
改
め
傍
線
を
施

し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
以
下
同
)

源
氏
物
語
に
お
け
る
「
動
調
連
用
形
+
名
調
」
の
語
形

の
語
形

神

谷

か
を
る

傍
線
部
の
よ
う
に
、
源
氏
物
語
に
は
他
の
品
詞
か
ら
転
成
し
た
(
さ
ら

に
複
合
さ
せ
た
も
の
も
含
む
)
名
調
が
多
い
の
で
あ
る
。
こ
の
例
で
は

「
も
て
な
や
み
ぐ
さ
・
起
こ
り
・
頼
み
」
が
転
成
名
詞
で
あ
る
が
、
そ
の

中
で
、
「
も
て
な
や
み
ぐ
さ
」
と
い
う
語
形
に
つ
い
て
考
察
を
し
て
み
た
い
。

す
で
に
、
「
起
こ
り
・
頼
み
」
な
ど
の
「
動
詞
連
用
形
の
名
詞
形
」
に
つ
い

て
は
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
「
も
て
な
や
み
ぐ
さ
」
(
持
て
悩
む
+

種
)
式
の
「
動
詞
連
用
形
+
名
調
」
に
つ
い
て
も
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。
こ

の
後
者
に
つ
い
て
、
少
し
追
加
し
て
考
察
し
て
み
た
い
。

本
来
、
よ
く
用
い
る
あ
る
種
の
人
・
物
・
場
所
な
ど
の
名
前
や
、
地
名

な
ど
に
お
い
て
は
、
長
い
文
節
に
よ
る
表
現
よ
り
は
、
短
い
一
語
で
表
す

ほ
う
が
便
利
で
あ
ろ
う
。
「
狩
る
人
」
で
は
、
一
時
的
な
「
狩
る
」
か
も
し

れ
な
い
が
、
「
狩
り
人
」
に
な
る
と
、
専
門
的
か
否
か
は
別
に
し
て
も
そ
の

人
の
あ
り
方
を
意
味
し
や
す
く
、
そ
の
人
の
特
性
を
一
語
で
示
し
や
す
い

で
あ
ろ
う
。
事
実
、
「
動
詞
連
用
形
+
名
詞
」
と
い
う
形
態
に
は
、
か
か
る

|
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も
の
が
多
い
。

あ
る
種
の
人

狩
り
人
・
好
き
人

狩
り
衣

物
の
名

場
所
の
名

地

名

・

歌

枕

堀

り

江

そ
し
て
、
か
か
る
語
の
構
成
法
は
、
上
代
か
ら
す
で
に
存
在
し
て
、
和

歌
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。

万
葉
集
で
、
「
|
|
所
・
|
|
人
・
|
|
妻
(
ま
た
は
夫
ご
と
い
う
形

態
で
挙
げ
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
語
が
見
出
せ
る
。
(
傍
線
部
が
「
動
詞
連

用
形
+
名
詞
」
の
形
)
。

所
ー
ー
パ
寸
刻
リ
所
・
引
剖
剖
川
町
所
・
宮
所

人
l
|剥
パ
人
・
か
ら
人
・
う
ぢ
人
・
旅
人
・
っ
き
人
・
な
に
は
人
・

ぬ
す
人
・
剖
州
叫
人
・
刈
村
川
人
・
羽
叫
叫
剖
人
・
宮
人
・
ゃ

そ
う
ぢ
人
・
を
ち
か
た
人
・
よ
き
人
・
も
ろ
人

妻
・
夫
ー
ー
ゴ

U
川
づ
ま
川
叫
.
叫
づ
ま
・
判
叫
叫
づ
ま
・
斗

H
H州

剖
づ
ま
・
肘
刻
づ
ま
・

た
だ
し
、
音
仮
名
で
記
載
さ
れ
て
、
読
み
が
明
確
に
な
る
の
は
少
な

い
。
「
カ
タ
ラ
ヒ
グ
サ
可
多
良
比
具
佐
品
c
o
o
・
ヮ
ス
レ
ガ
ヒ
和
須
礼

我
比
呂
包
・
コ
モ
リ
ヅ
マ
己
母
利
豆
麻
古
島
」
な
ど
。

入
り
江

四
八

そ
も
そ
も
名
詞
は
、
仮
名
の
文
学
作
品
(
源
氏
物
語
の
頃
ま
で
。
参
考

と
し
て
万
葉
集
も
加
え
る
)
で
見
て
み
る
と
、
使
用
頻
度
は
次
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
『
古
典
対
照
語
葉
表
』
の
統
計
表
%
を
引
用
す
る
。

異
な
り
語
数

万
葉
集

g
h〉
古
今
集

g
L〉
後
撰
集
包
-
N

土
佐
日
記
田
」
〉
伊
勢
物
諮
問
品
忌
〉
枕
草
子

g
h〉
蛸
蛤
日
記
ミ
ヒ

竹
取
物
語
会
・
ω
〉
源
氏
物
語
お
・
印
(
紫
式
部
日
記
印
0

・3

延
べ
語
数

万
葉
集

8
・C
M
古
今
集

g
L〉
後
撰
集
印
0

・也

土
佐
日
記

sh〉
伊
勢
物
語
怠
・
ω
〉
竹
取
物
語

8
・0
〉
枕
草
子
主
-
N
〉

源
氏
物
語
t

h
〉
崎
蛤
日
記
さ
・
吋
(
紫
式
部
日
記
印
N
h
)

す
な
わ
ち
、
異
な
り
語
数
で
は
、
和
歌
で
は
万
葉
集
・
古
今
集
・
後
撰

集
と
い
う
よ
う
に
、
時
代
が
下
が
る
に
つ
れ
や
や
減
少
し
て
い
る
。
延
べ

語
数
で
も
、
万
葉
集
と
古
今
集
は
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、
後
撰
集
で
や
や
減
っ

て
い
る
。
そ
し
て
日
記
・
物
語
類
(
紫
式
部
日
記
を
除
く
)
で
み
る
と
、

土
佐
日
記
・
伊
勢
物
語
で
は
多
く
、
蛸
蛤
日
記
や
源
氏
物
語
で
減
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
大
雑
把
に
い
う
と
、
日
記
や
物
語
類
で
も
、
時
代
と
と
も

に
や
や
減
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
和
歌
で
の
使
用
が
日
記
物
語



類
よ
り
も
概
し
て
多
い
と
い
う
こ
と
も
言
え
よ
う
。
延
べ
で
い
う
と
ど
の

作
品
よ
り
も
歌
集
に
多
い
。
(
紫
式
部
日
記
は
、
こ
の
傾
向
と
や
や
異
な
る

が
、
そ
れ
は
日
誌
に
近
い
両
が
包
含
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
別
の
視
点
が
は

い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
別
に
考
え
た
い
)
。

と
こ
ろ
が
、
今
問
題
に
し
て
い
る
「
動
詞
連
用
形
+
名
詞
」
と
い
う
形

態
は
、
時
代
と
と
も
に
、
や
や
増
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
た
だ
、
こ
こ

で
、
調
査
す
る
に
あ
た
っ
て
、
平
安
時
代
の
語
葉
に
つ
い
て
、
語
源
的
な

も
の
が
関
係
す
る
た
め
に
、
そ
の
語
構
成
は
認
定
が
困
難
な
も
の
が
珍
し

く
は
な
く
、
「
動
詞
連
用
形
+
名
詞
」
と
い
っ
て
も
、
単
純
に
は
抜
き
出
し

に
く
い
。
例
え
ば
「
か
り
ぎ
ぬ
・
か
り
ご
ろ
も
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
、

語
源
的
に
は
「
狩
る
」
と
き
の
「
衣
」
で
あ
ろ
う
が
、
平
安
時
代
の
各
作

品
の
頃
に
そ
の
意
識
が
ど
れ
ほ
ど
あ
っ
た
か
察
し
に
く
い
。
「
狩
り
」
で
既

に
一
一
語
と
し
て
完
成
し
て
い
た
な
ら
、
名
詞
「
狩
り
」
に
名
調
「
衣
」
が

接
続
し
た
も
の
と
解
せ
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
以
下
に
引
き
出
し
た

の
は
、
厳
密
で
は
な
く
、
一
つ
の
参
考
で
し
か
な
い
が
、
そ
れ
で
も
、
傾

向
は
察
せ
ら
れ
そ
う
だ
か
ら
、
書
き
出
し
て
み
る
。
た
だ
し
、
名
調
と
い

っ
て
も
、
動
調
か
ら
作
ら
れ
た
も
の
「
動
詞
連
用
形
+
動
詞
か
ら
の
転
成

名
調
」
は
省
い
て
あ
る
(
含
め
た
の
は
「
渡
し
守
・
忘
れ
形
見
」
|
|
「
守

り
・
形
見
」
を
す
で
に
名
詞
に
成
り
き
っ
た
語
と
み
な
し
た
て
ま
ず
、
和

歌
か
ら
み
て
い
く
。

源
氏
物
語
に
お
け
る
「
動
調
連
用
形
+
名
調
」
の
語
形

古
今
集

あ
り
か
(
有
り
処
)
・
あ
り
か
ず
(
有
り
数
)
・
い
り
え
(
入
り
江
)
・

う
き
く
さ
(
浮
草
)
・
う
き
ね
(
浮
き
寝
)
・
う
つ
り
が
(
移
り
香
)
・

お
き
ど
こ
ろ
(
置
き
所
)
・
お
も
ひ
ね
(
思
ひ
寝
)
・
か
く
れ
が
(
隠

れ
処
)
・
か
く
れ
ぬ
(
隠
れ
沼
)
・
刈
羽
川
叫
(
蚊
遣
火
)
・
か
よ
ひ

ぢ
(
通
ひ
路
)
・
か
り
ぎ
ぬ
(
狩
衣
)
・
く
ち
き
(
朽
木
)
・
く
も
り

び
(
曇
り
日
)
・
リ
叫
割
引
司
(
塩
焼
き
衣
)
・
す
き
も
の
(
好

き
者
)
・
引
材
利
刻
寸
(
磯
馴
れ
松
)
・
け
叫
川
明
刻
(
手
向
け
山
)
・

っ
か
ね
を
(
束
ね
緒
)
・
つ
り
ぶ
ね
(
釣
り
船
)
・
ぬ
れ
ぎ
ぬ
(
濡

れ
衣
)
・
叫
引
材
利
刈
d
剖
(
人
忘
れ
草
)
・
ほ
り
え
(
堀
江
)
・
叫

刈
凶
リ
引
叶
(
胸
走
り
火
)
・
う
も
れ
ぎ
(
煙
も
れ
木
)
・
例
刻
材

叶
叶
司
q
U
(
山
分
け
衣
)
・
わ
か
れ
ぢ
(
別
れ
路
)
・
わ
す
れ
か
た

み
(
忘
れ
形
見
)
・
わ
す
れ
ぐ
さ
(
忘
れ
草
)
・
わ
た
し
も
り
(
渡

し
守
)
・
わ
た
り
が
は
(
渡
り
河
)
・
剖
崎
村
寸
明
討
(
姥
捨
て
山
)
・

伺
剖
対
叫
削
(
三
語
以
上
の
合
成
は
傍
線
)

後
撰
集

明
け
方
・
剤
刈
川
川
州
・
木
綿
付
け
尉
・
釣
り
舟
・
在
り
か
・
漁

り
火
・
入
り
江
・
入
り
日
・
浮
き
草
・
浮
き
橋
・
恨
み
所
・
植
ゑ

木
・
置
き
所
な
し
・
追
ひ
風
・
思
ひ
川
・
掛
か
り
所
・
隠
れ
沼
・

懸
け
橋
・
笠
取
り
山
・
か
(
予
)
ね
言
・
捌
湖
引
刈
・
狩
り
衣
・

|
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狩
り
人
・
朽
ち
木
・
恋
ひ
路
・
棄
て
衣
・
棲
み
家
・
染
め
川
・
焚

き
木
・
た
そ
が
れ
時
・
(
立
ち
野
)
・
戯
れ
島
・
絶
え
間
・
散
り
方
・

釣
り
舟
・
慣
ら
し
顔
・
濡
れ
衣
・
堀
江
・
も
み
ぢ
葉
・
焼
け
原
・

遺
り
水
・
別
れ
路
・
忘
れ
形
見
・
忘
れ
草
・
佑
び
人

拾
遺
集

剖
引
湖
同
川
刺
・
在
り
か
・
怒
り
猪
・
漁
り
火
・
偽
り
人
・
浮
き
木
・

浮
き
草
・
浮
き
島
・
浮
き
な
は
・
浮
き
舟
・
う
ぢ
川
・
引
叫
劃
刈

劉
・
埋
も
れ
木
・
置
き
所
・
置
き
餌
・
落
ち
髪
・
剖
叫
柑
叫
剰
・

隠
れ
笠
・
隠
れ
沼
・
隠
れ
蓑
・
懸
け
飽
・
刑
制
刈
別
・
鶴
の
か
ひ

こ
(
卵
)
・
刷
湖
引
刈
・
通
ひ
路
・
朽
ち
葉
・
剥
剖
刈
則
・
謝
刈
叶

州
・
し
ぐ
れ
心
地
・
瑚
剖
剖
樹
・
し
だ
り
尾
・
(
末
摘
む
花
)
・
染

め
川
・
(
激
つ
瀬
)
・
立
ち
ど
(
立
所
)
・
絶
え
間
・
つ
な
ぎ
犬
・
す

み
か
(
棲
家
)
・
釣
り
縄
・
矧
剖
剖
叫
刻
・
流
れ
木
・
投
げ
木
・
並

み
倉
・
濁
り
水
・
濡
れ
衣
・
割
引
材
川
劉
・
ね
り
そ
(
練
麻
)
・
法

の
浮
き
木
・
走
り
井
・
刈
矧
叫
劇
・
(
伏
し
目
・
伏
し
原
)
・
伏
せ

屋
・
堀
江
・
松
の
浮
き
根
・
遡
伺
剖
刈
・
結
び
松
・
剖
刈
引
州
・

も
み
ぢ
葉
・
焼
け
原
・
行
き
方
・
別
れ
路
・
忘
れ
貝
・
忘
れ
草
・

渡
し
守
・
佑
び
人

後
拾
遺
集

在
り
か
・
漁
り
火
・
入
り
江
・
入
り
方
・
浮
き
草
・
浮
き
ぬ
な
は
・

五
O 

浮
き
根
・
州
叫
矧
叶
樹
・
埋
み
火
・
移
り
香
・
埋
も
れ
木
・
〈
落
ち

葉
〉
・
生
ひ
先
・
隠
れ
沼
・
返
り
言
・
剥
側
叫
リ
材
・
朝
制
川
劇
・

恋
路
・
剥
剖
利
則
・
忍
び
音
・
住
み
か
・
絶
え
間
・
策
き
物
・
〈
畳

う
紙
〉
・
立
ち
ど
(
処
)
・
〈
戯
れ
言
〉
・
〈
散
り
果
て
方
〉
・
〈
仕
へ
人
〉
・

継
ぎ
橋
・
造
り
江
(
地
名
)
・
脱
ぎ
き
ぬ
(
衣
)
・
〈
縫
ひ
物
〉
・
ね

ぎ
こ
と
(
祈
言
)
・
ね
や
(
寝
屋
)
・
練
り
そ
(
麻
)
・
走
り
井
・
は

ふ
り
こ
(
祝
子
)
・
〈
火
焼
き
屋
〉
・
堀
江
・
〈
申
し
文
〉
・
捲
り
手
・

負
け
方
・
増
す
鏡
・
待
ち
時
・
〈
舞
ひ
人
〉
・
〈
ま
も
り
め
(
守
り
女
)
〉
・

〈
み
つ
ぎ
も
の
(
調
ぎ
物
)
〉
・
〈
み
ど
こ
ろ
(
見
所
)
〉
・
羽
材
刈
羽

叫
ベ
利
馴
刈
樹
ア
も
み
ぢ
葉
・
〈
詠
み
人
〉
・
別
れ
路
・
忘
れ
草
・

忘
れ
水
・
渡
り
河
・
欄
樹
叫
・
剖
刈
ゴ
引
叫
ベ
川
副
刻
寸
(
〈
〉

は
詞
書
の
語
)

竹
取
物
語

有
り
様
・
仰
せ
ご
と
・
織
り
物
・
返
り
ご
と
・
食
ひ
物
・
好
き
事
・

造
り
花
・
の
け
ざ
ま
・
佐
び
歌

土
佐
日
記

売
り
人
(
諺
)
・
お
ぎ
の
り
業
・
押
し
鮎
・
遡
凶
刷
(
歌
の
み
2
例)・

返
り
事
・
上
り
路
・
瑚
利
則
(
歌
2
)
・
謝
料
割
(
歌
2
)
・
ゑ
ひ

ご
と
(
酔
一
一
一
一
ロ
)
(
歌
で
の
用
例
は
太
字
。
以
下
同
じ
)



伊
勢
物
語

厭
き
方
・
逢
ひ
ご
と
・
有
様
・
あ
り
所
・
漁
り
火
・
落
ち
穂
・
飾
り

綜
・
返
り
事
・
通
ひ
路
・
狩
り
こ
ろ
も
・
狩
り
衣
・
か
れ
飯
・
健
も

り
江
・
さ
さ
げ
物
・
し
わ
ざ
・
好
き
事
・
好
き
者
・
住
み
所
・
摘
り

州
引
刻
・
染
め
川
・
た
は
れ
島
・
使
ひ
ざ
ね
・
造
り
枝
・
寸
ゴ
叫
川

州
du
・
釣
り
舟
・
悶
ひ
一
吉
・
貫
き
す
(
賀
)
・
漏
れ
衣
・
の
ろ
ひ
言
・

引
捌
剖
倒
・
銅
引
剣
刷
劉
・
ま
さ
り
顔
・
刈
羽
叫
寸
対
・
忘
れ
草
・

渡
し
守

落
窪
物
語

剖
刻
刈
割
・
上
が
り
窪
・
遊
び
か
た
き
・
在
り
か
・
有
り
顔
な
り
・

有
り
様
・
出
し
車
・
打
ち
杭
・
埋
み
火
・
恨
み
言
・
老
い
心
地
・
置

き
火
・
贈
り
物
・
落
ち
窪
・
驚
き
馬
・
仰
せ
ご
と
・
御
座
し
所
・
思

ひ
顔
な
り
・
下
り
所
・
織
り
物
・
懸
か
り
葉
・
懸
け
橋
・
か
し
づ
き

物
・
か
づ
け
物
・
返
り
ご
と
・
朽
ち
葉
・
暮
れ
方
・
恋
ひ
路
・
(
知
ら

ず
顔
な
り
)
・
知
り
顔
な
り
・
痴
れ
人
・
痴
れ
者
・
好
き
者
・
染
め
草
・

た
き
も
の
(
熊
物
)
・
使
ひ
人
・
作
り
様
・
鮒
叫
倒

U
倒
・
縫
ひ
物
・

塗
り
篭
め
・
は
か
り
ご
と
・
叫
州
刈
剣
刈
刈
・
ま
つ
り
ご
と
・
舞
ひ

人
・
乱
り
心
地
・
向
か
ひ
腹
・
焼
い
米
・
焼
き
石
・
遣
り
戸
・
許
し

色
・
よ
け
ぢ
(
避
け
路
)
・
笑
わ
れ
草
・
ゐ
丈
・
ゐ
所

源
氏
物
語
に
お
け
る
「
動
詞
連
用
形
+
名
詞
」
の
語
形

崎
蛤
日
記

剥
柑
叫
瑚
・
尼
ま
さ
り
顔
・
有
様
・
漁
り
火
・
浮
き
葉
・
置
き
所
・

送
り
火
・
送
り
文
・
落
と
し
だ
ね
・
仰
せ
ご
と
・
織
物
・
お
れ
も

の
(
愚
者
)
・
か
い
く
り
(
掻
栗
)
・
書
き
手
・
書
き
日
記
・
隠
れ

沼
・
懸
け
橋
・
賭
け
物
・
返
り
事
・
通
ひ
路
・
通
ひ
所
・
か
り
ぎ

ぬ
(
狩
衣
)
・
朽
ち
葉
・
朽
ち
目
・
曇
り
夜
・
暮
れ
方
・
恋
ひ
路
・

死
に
人
・
忍
び
言
・
好
き
者
・
す
み
か
(
住
処
)
・
住
み
所
・
絶
え

間
・
燕
き
物
・
畳
う
紙
・
た
ち
ど
(
立
所
)
・
立
て
文
・
た
は
ぶ
れ

言
・
釣
り
殿
・
釣
り
舟
・
と
も
し
火
・
ね
や
(
寝
屋
)
・
乗
り
物
・

賭
り
弓
・
走
り
井
・
引
き
局
・
ま
さ
り
顔
・
ま
つ
り
事
・
舞
ひ
人
・

乱
り
顔
・
乱
れ
糸
・
乱
り
風
・
召
人
・
許
さ
れ
顔
・
剖
剖
引
対
・
(
行

く
先
・
行
く
末
・
行
く
へ
)

紫
式
部
日
記

有
様
・
戴
き
餅
・
入
れ
雌
子
・
浮
き
草
・
浮
き
紋
・
歌
よ
み
ざ
ま
・

打
ち
物
・
埋
も
れ
木
・
置
き
口
・
贈
り
物
・
及
び
顔
・
織
物
・
お

迎
へ
湯
・
掻
い
練
り
・
書
き
ざ
ま
・
懸
け
飽
・
伺
材
料
剖
?
さ
が

り
ぱ
下
端
・
樹
到
引
側
・
(
知
ら
ず
顔
)
・
好
き
者
・
摘
り
目
・
摺

り
裳
・
そ
け
も
の
退
者
?
反
り
ざ
ま
・
燕
き
物
・
煎
き
物
合
せ
・

立
ち
顔
・
尋
ね
所
・
立
て
蔀
・
立
て
文
・
た
は
ぶ
れ
言
・
吋
は
剣

叫
劇
・
純
ひ
ざ
ま
・
縫
ひ
目
・
縫
ひ
物
・
負
け
わ
ざ
・
舞
ひ
人
・
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舞
ひ
姫
・
見
所
・
迎
へ
湯
・
造
り
戸
・
造
り
水
・
謝
樹
剖
到
・
(
読

ま
ぬ
顔
)
・
(
渡
殿
)
・
(
酔
ひ
泣
き
)
・
を
ぎ
人
?
納
め
殿
・
(
折
歌
)

枕
草
子遊

び
わ
ざ
・
天
降
り
人
・
綾
織
物
・
抗
が
ひ
事
・
有
様
・
有
り
所
・

い
出
し
う
ち
ぎ
・
祈
り
物
・
戒
め
者
・
入
り
日
・
浮
き
草
・
浮
き

島
・
浮
き
薬
・
浮
き
橋
・
浮
き
紋
・
刊
剣
叫
到
・
州
叫
矧
叶
剖
一
同
・

打
ち
目
・
捌
リ
剖
引
判
・
生
ひ
先
・
仰
せ
言
・
椛
り
櫛
・
制
尉
川

凶
劇
・
思
ひ
顔
・
思
ひ
限
・
刷
川
削
珂
・
思
ひ
人
・
織
物
・
か
き

板
・
隠
れ
所
・
隠
れ
蓑
・
懸
け
金
・
懸
け
盤
・
掛
け
竹
・
飾
り
太

刀
・
予
ね
言
・
返
り
事
・
劉
H
叶
到
・
狩
り
衣
・
刈
る
萱
・
枯
れ

野
・
消
え
方
・
聞
き
耳
・
黄
朽
ち
葉
・
括
り
物
・
伺
材
矧
・
朽
ち

葉
・
朽
ち
目
・
食
ひ
物
・
削
り
氷
・
試
み
事
・
し
め
し
野
・
知
ら

せ
顔
・
知
り
顔
・
痴
れ
者
・
し
わ
ざ
・
透
き
影
・
住
み
か
・
摺
り

衣
・
添
へ
言
・
背
き
ざ
ま
・
染
め
殿
・
反
り
橋
・
絶
え
間
・
策
き

物
・
巧
み
烏
?
畳
う
紙
・
立
て
文
・
た
は
ぶ
れ
言
・
た
は
れ
島
・

手
向
け
山
・
滋
き
人
・
作
り
事
・
作
り
人
・
作
り
仏
・
作
り
絵
・

包
み
文
・
包
み
物
・
閉
ぢ
目
・
訪
ひ
人
・
と
り
こ
養
子
・
取
り
所
・

泣
き
顔
・
慰
め
所
・
名
取
り
川
・
純
ひ
殿
・
縫
ひ
物
・
縫
ひ
目
・

塗
り
飽
・
塗
り
骨
・
濡
れ
足
・
濡
れ
衣
・
割
剖
剖
銅
・
割
引
材
刈

脱
却
・
寝
所
・
眠
り
声
・
寝
耳
・
練
り
色
・
の
け
頚
?
・
走
り
火
・

五

走
り
井
・
広
ご
り
ざ
ま
・
ふ
り
は
た
(
振
幡
)
・
堀
江
・
申
し
文
・

舞
ひ
人
・
舞
姫
・
見
所
・
見
物
・
割
倒
ぺ
刈
・
埋
も
れ
木
(
物
語

の
名
)
・
求
め
子
(
舞
の
名
)
・
物
覚
え
声
・
物
知
り
顔
・
も
み
ぢ

葉
・
盛
り
物
・
宿
り
木
・
遺
り
戸
・
譲
り
葉
・
寄
り
所
・
分
け
目
・

ゐ
所
・
剖
閣
制
廿
叫
・
折
り
枝
・
折
り
毎
・
折
り
極

源
氏
物
語
(
源
氏
物
語
大
成
索
引

1
i
2
0
7
頁
和
歌
か
否
か
の

確
認
は
し
て
い
な
い
)

あ

か

合

き

く

3

肖
え
物
・
4

州
内
引
剰
・
明
け
方
・
遊
び
敵
・
遊
び
種
・
遊
び
所
・

遊
び
物
・
遊
び
わ
ざ
・
扱
ひ
種
・
顕
し
衣
・
布
り
か
・
有
り
顔
・

有
り
舵
・
剖
柑
叫
剥
・
封
剖
剖
引
刈
・
い
出
し
車
・
斎
き
娘
・

厭
ひ
顔
・
挑
み
顔
・
挑
み
心
・
挑
み
所
・
否
び
所
・
祝
ひ
事
・

入
り
綾
・
入
り
江
・
入
り
方
・
入
り
日
・
浮
き
木
・
浮
き
草
・

浮
き
島
・
浮
き
橋
・
浮
き
舟
・
浮
き
海
布
・
浮
き
紋
・
後
ろ
見

劇
・
引
叫
劃
刈
劉
・
う
ち
つ
け
心
・
う
ち
つ
け
言
・
う
ち
つ
け

目
・
刊
引
矧
叶
劇
・
同
叫
矧
叶
到
・
州
叫
矧
叶
対
・
州
叫
鮒
叶

材
訓
・
打
ち
目
・
打
ち
物
・
移
り
香
・
恨
み
言
・
恨
み
所
・
恨

み
文
・
羨
み
顔
・
憂
へ
顔
・
楠
ゑ
木
・
老
い
木
・
老
い
御
達
・

老
い
人
・
置
き
所
・
置
き
物
・
贈
り
物
・
行
ひ
人
・
押
し
明
け

対
・
落
ち
栗
・
威
し
種
・
鷲
き
顔
・
お
は
し
所
・
追
ひ
風
・
生

ひ
先
・
生
ひ
ざ
ま
・
生
ひ
末
・
思
し
顔
・
仰
せ
言
・
お
ま
し
所
・



思
ひ
顔
・
尉
叫
引
引
剖
・
織
り
様
・
織
り
物
・
お
れ
も
の
(
痴

者
)
・
懸
か
り
所
・
隠
し
顔
・
隠
れ
が
・
隠
ろ
へ
事
・
か
け
ご
(
懸

徳
)
・
懸
け
路
・
懸
け
盤
・
懸
け
道
・
賭
け
物
・
か
し
づ
き
ひ
と

(
傍
人
)
・
侍
娘
・
博
物
・
語
ら
ひ
人
・
被
け
物
・
か
ね
ご
と
(
予

言
)
・
返
り
事
・
帰
り
様
・
通
ひ
所
・
狩
り
衣
・
狩
り
こ
ろ
も
・

消
え
方
・
消
え
所
・
剛
剖
州
叶
劇
・

以
上
の
語
葉
を
見
渡
す
と
、
初
期
の
仮
名
文
の
作
品
に
は
、
「
動
調

連
用
形
+
名
詞
」
と
い
う
形
態
は
多
く
は
な
い
。
そ
し
て
、
竹
取
物
語
に

あ
る
「
有
り
様
・
仰
せ
ご
と
・
織
り
物
・
返
り
ご
と
」
は
、
ど
の
作
品
に

も
あ
り
う
る
語
で
あ
り
、
そ
の
他
「
遺
り
戸
・
遣
り
水
・
有
様
・
薫
き
物
・

住
み
か
・
仰
せ
ご
と
・
好
き
者
・
好
き
事
・
舞
ひ
人
・
縫
ひ
物
・
立
て
文
・

絶
え
間
・
狩
り
衣
」
な
ど
も
そ
れ
に
同
類
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
竹
取
物
語

に
は
極
め
て
少
な
く
、
土
佐
日
記
に
も
和
歌
に
あ
る
語
を
省
く
と
極
め
て

少
な
い
。
伊
勢
物
語
で
も
、
和
歌
に
あ
る
語
が
多
く
て
、
そ
れ
以
外
は
少

な
い
。
鯖
蛤
日
記
に
な
る
と
、
や
や
増
し
て
い
る
。
紫
式
部
日
記
に
も
多

い
と
は
い
え
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
枕
草
子
や
源
氏
物
語
に
な
る
と
、
語
集

が
増
す
。

そ
し
て
、
ま
と
め
て
み
て
み
る
と
、
和
歌
に
案
外
、
こ
の
形
態
が
多
い

と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
特
に
三
語
以
上
の
結
合
形
態
は
、
枕

源
氏
物
語
に
お
け
る
「
動
詞
連
用
形
+
名
詞
」
の
語
形

草
子
・
源
氏
以
前
の
日
記
・
物
語
に
ほ
と
ん
ど
見
出
せ
な
い
が
、
和
歌
に

は
、
古
今
集
に
既
に
見
出
せ
る
。

例
え
ば
、
古
今
集
に
次
の
よ
う
な
歌
が
あ
る
。

夏
と
秋
と
伺
剖
刻
刻
空
の
謝
叫
引
は
か
た
へ
涼
し
き
風
や
吹
く
ら
む

(

巻

三

夏

歌

附

み

つ

ね

)

「
行
き
交
ふ
・
通
ひ
路
」
は
、
次
の
歌
で
は
「
行
き
交
ひ
ぢ
」
と
一
語

に
圧
縮
さ
れ
一
首
に
収
ま
る
。

か
り
そ
め
の
伺
剖
対
叫
叫
と
ぞ
思
ひ
冒
」
し
今
は
限
り
の
門
出
な
り
け

り

(

巻

十

六

哀

傷

飢

在

原

し

げ

は

る

)

「
行
き
交
ふ
」
+
「
交
ひ
路
」
と
し
て
の
二
語
が
合
一
さ
れ
て
い
る
が
、

さ
ら
に
「
行
き
+
交
ふ
+
交
ひ
+
路
」
と
い
う
よ
う
に
分
解
可
能
だ
か
ら
、

四
語
か
ら
成
る
の
で
あ
る
。
「
胸
走
り
火
」
も
、
蛸
蛤
日
記
に
「
胸
走
り
」

が
一
例
あ
る
が
、
こ
の
語
は
他
に
な
い
。
(
注
後
撰
集
は
、
掛
詞
が
多
い
歌

集
で
あ
る
た
め
か
、
長
い
複
合
語
は
見
出
せ
な
か
っ
た
。
「
逢
ふ
坂
」
『
飛
ぶ
火
野
」

の
よ
う
に
、
地
名
で
も
、
連
体
形
で
接
続
す
る
語
が
目
立
つ
よ
う
で
あ
る
)
。
拾
遺

集
で
は
、
「
枝
垂
り
柳
・
打
ち
垂
れ
髪
・
片
割
れ
月
・
解
き
洗
ひ
衣
・
道
行

き
人
・
糠
狩
り
舟
」
の
よ
う
に
三
語
以
上
が
見
出
せ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
「
動
詞
連
用
形
+
名
調
」
形
が
、
和
歌
に
好
ま
れ
た
形
態

で
あ
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
物
の
名
や
地
名
な
ど
、
日
常

に
も
用
い
ら
れ
る
形
態
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
あ
ま
り
に
一
一
地
開
化
す
る
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の
で
、
か
え
っ
て
、
普
通
に
(
改
ま
っ
て
和
歌
な
ど
を
意
識
し
な
い
と
)

新
た
に
造
語
し
に
く
い
面
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。

三
語
形
成
の
語
構
成
か
ら
な
る
語
に
は
「
|
|
顔
」
と
い
う
表
現
が
多

い
の
が
目
立
つ
。

和
歌
で
は
八
代
集
で
は
「
|
|
顔
」
は
、
後
撰
集
か
ら
用
例
が
見
え
る

が
、
そ
れ
ほ
ど
種
類
も
語
数
も
多
く
は
な
い
。

か
ほ
(
顔
)
(
八
代
集
の
う
ち
、
御
拾
遺
集
ま
で
)

あ
さ
が
ほ
・
あ
り
が
ほ
な
り
・
あ
る
じ
が
ほ
・
う
ら
み
が
ほ
な
り
・

か
こ
ち
が
ほ
な
り
・
こ
と
あ
り
が
ほ
な
り
・
し
ら
ず
が
ほ
な
り
・

し
り
が
ほ
な
り
・
な
ら
し
が
ほ
・
濡
る
る
か
ほ
・
は
な
の
か
ほ
・

ひ
と
ま
ち
が
ほ
・
・
み
か
ほ
・
み
な
れ
が
ほ
な
り
・
も
ち
が
ほ
な
り
・

わ
す
れ
が
ほ

参
考
ま
で
に
述
べ
る
と
、
八
代
集
で
「
顔
」
そ
の
も
の
の
用
例
は
非
常

に
少
な
い
(
後
撰
1

拾
遺
3

後
拾
2

千
載
1
)
。
ゆ
え
に
、
「
顔
」

は
和
歌
に
好
ま
れ
る
語
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
ー
ー
ー
顔
」

は
和
歌
に
好
ま
れ
た
と
ま
で
い
え
な
く
と
も
、
「
顔
」
そ
の
も
の
よ
り
は
好

ま
れ
た
こ
と
は
い
え
よ
う
。

仮
名
文
で
も
用
い
て
い
る
が
、
種
類
は
「
知
ら
ず
顔
・
|
知
り
顔
・
|

五
回

有
り
顔
・
し
た
り
顔
・
恩
ひ
顔
・
ま
さ
り
顔
」
な
ど
が
中
心
で
あ
る
。
源

氏
ほ
ど
多
彩
で
は
な
い
。
源
氏
物
語
に
は
種
類
も
頻
度
も
多
い
。

顔
ー
あ
さ
が
ほ
・
刻
叶
が
ほ
な
り
・
あ
る
じ
が
ほ
な
り
・
川
叫
叫
が

ほ
な
り
・
川
計
叶
剖
司
刻
が
ほ
な
り
・
川
剖
刈
が
ほ
な
り
・
引
け
同

引
刻
が
ほ
な
り
・
引
引
け
叶
が
ほ
・
引
引
引
刈
が
ほ
な
り
・
引
刈

ペ
.
が
ほ
な
り
・
刻
司
引
材

U
が
ほ
な
り
・
判
剖
引
剖
が
ほ
な
り
・

材
団

U
が
ほ
な
り
・
利
川
町
ひ
が
ほ
な
り
・
判
叫
叶
材

A
叫
が
ほ
な

り
・
州

d
uが
ほ
な
り
・
剖
剖
が
ほ
な
り
・
こ
こ
ち
ょ
が
ほ
な
り
・

こ
こ
ろ
え
が
ほ
な
り
・
斗
ゴ
引
州
叫
叫
が
ほ
な
り
・
こ
こ
ろ
ゆ
き

が
ほ
な
り
・
斗
日
寸
叫
が
ほ
な
り
・
さ
ら
ぬ
が
ほ
な
り

-
U剖
寸

が
ほ
な
り
・
し
た
り
が
ほ
な
り
・
し
づ
め
が
ほ
な
り
・
し
ら
ず
が

ほ
・
し
ら
ぬ
か
ほ
な
り
・

U
叫
が
ほ
・
斗
川
羽
寸
剖
が
ほ
な
り
・
.

引
剖
剖
が
ほ
な
り
・
叫
叫
叫
引
叫
が
ほ
な
り
・
剖
例
刻
が
ほ
な
り
・

っ
き
の
か
ほ
・
つ
れ
な
し
が
ほ
・
と
こ
ろ
え
が
ほ
な
り
・
吋
汎
剖

が
ほ
な
り
・
羽
村
が
ほ
な
り
・
ぬ
る
る
が
ほ
な
り
・
ね
た
ま
し
が

ほ
な
り
・
は
な
の
か
ほ
・
同
制
叫
が
ほ
な
り
・
叫
崎
川
叫
が
ほ
な

り
・
刻
村
ベ
が
ほ
な
り
・
ぺ
泊
寸
が
ほ
な
り
・
刻
叫
が
ほ
な
り
・

剖
叫
剖
斗
刻
が
ほ
な
り
・
羽
司
引
が
ほ
な
り
・
叫
叫
剥
叫
が
ほ
な

り
・
も
よ
ほ
し
が
ほ
な
り
・
も
よ
ほ
し
き
こ
え
が
ほ
な
り
・
ゆ
ふ



が
ほ
・
材
利
村
が
ほ
な
り
・
わ
れ
は
が
ほ
な
り
・
刻
刻
が
ほ
・
剖

し
み
が
ほ
な
り

冒
頭
に
挙
げ
た
「
|
|
|
種
」
は
源
氏
に
し
か
な
い
形
態
で
あ
る
。

種
ー
刻
引
叫
ぐ
さ
・
州
寸
州
叫
ぐ
さ
・
い
ろ
く
さ
・
利
引

U
ぐ
さ
・

州
リ
寸
剖
ぐ
さ
・
こ
と
ぐ
さ
・
制
什
剖
州
ぐ
さ
・
羽
川
剖
ぐ
さ
・

ひ
と
く
さ
・
ふ
た
く
さ
・
み
く
さ
・
叫
廿
刻
引
叫
ぐ
さ

-
U寸
材

引
羽
ぐ
さ

-uddu叫
ぐ
さ
・
も
の
の
く
さ
・
叫
訓
国
リ
ぐ
さ
・

材
引
例
ぐ
さ
(
傍
線
は
「
動
詞
連
用
形
+
名
詞
」
の
語
形
で
あ
る
)
。

和
歌
に
は
「
|
|
草
」
と
い
う
語
形
が
多
い
。
古
今
集
だ
け
で
も
、

あ
や
め
草
・
淵
剖
剖
・
か
は
な
草
・
剥
割
判
割
・
下
草
・
忍
ぶ
草
・

月
草
・
夏
草
・
刈
割
判
朝
・
冬
草
・
水
草
・
若
草
・
割
判
剖

が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
連
想
か
ら
「
|
|
種
」
が
作
ら
れ
た
可

能
性
も
否
定
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
源
氏
物
語
の
作
者
は
、
造
語
す
る
に
あ
た

っ
て
、
和
歌
に
好
ま
れ
る
語
構
成
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
い
る
面
が

多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
源
氏
物
語
に
は
歌
語
や
そ
れ
に
近
い
語
が
用
い

ら
れ
て
い
る
こ
と
は
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
語
の
構
成
か
ら
み
て
み
る
こ

と
も
、
有
意
義
な
こ
と
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
和
歌
の
語
は
三
十
一
文

字
の
中
に
入
れ
る
と
い
う
制
約
が
あ
り
、
圧
縮
表
現
を
求
め
ら
れ
る
。
源

源
氏
物
語
に
お
け
る
「
動
詞
連
用
形
+
名
詞
」
の
語
形

氏
物
語
も
、
圧
縮
表
現
を
好
み
、
そ
の
中
で
、
和
歌
的
な
圧
縮
法
を
応
用

し
て
い
っ
た
よ
う
に
思
え
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
言
え
ば
、
か

か
る
圧
締
法
は
、
案
外
、
漢
詩
の
翻
訳
的
訓
読
の
語
の
圧
縮
法
と
通
じ
る

面
も
あ
る
こ
と
を
別
の
機
に
述
べ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

君
は
と
け
て
も
寝
ら
れ
給
は
ず
、
い
た
づ
ら
臥
し
と
思
さ
る
る
に
、

御
目
さ
め
て
:
:
:
(
帯
木
)
の
「
い
た
づ
ら
臥
し
」
の
ご
と
き
凝
縮

し
た
造
語
は
和
歌
も
あ
ろ
う
け
れ
ど
も
む
し
ろ
や
は
り
漢
語
か
ら
え

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
ら
に
至
れ
ば
恐
ら
く
紫
式
部
の
専
売
特
許

な
の
で
あ
ろ
う
。

と
玉
上
琢
弥
氏
が
以
前
か
ら
述
べ
て
お
ら
れ
る
が
、
「
漢
語
か
ら
得
た
」
と

い
っ
て
も
、
漢
語
そ
の
ま
ま
得
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
む
ろ
ん
漢
語

は
、
一
語
と
し
て
は
音
読
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
文
と
し
て
は
訓
読
し

て
読
ま
れ
た
の
で
、
一
つ
の
語
も
訓
読
さ
れ
た
可
能
性
も
高
い
。
訓
読
的

な
読
み
方
を
知
る
と
、
自
然
に
そ
の
簡
潔
な
造
語
法
に
学
ぶ
こ
と
も
少
な

く
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

訓
読
の
語
紫
に
つ
い
て
は
、
普
通
は
、
和
文
の
語
葉
と
は
異
な
る
と
説

か
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
訓
読
の
中
で
も
、
日
本
書
紀
は
特
殊
で
、
か

な
り
和
語
に
近
い
訓
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
日
本
書

紀
の
古
訓
に
お
け
る
語
の
構
成
は
、
次
の
よ
う
な
特
色
が
あ
る
と
い
う
。

築
島
氏
の
書
を
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
(
出
典
諸
本
省
略
)
。

|
|
和
歌
の
造
語
法
か
ら
み
て
|
|

五
五



次
に
連
体
修
飾
語
と
そ
れ
を
受
け
る
体
言
、
例
へ
ば
、
「
赤
駿
」

「
別
本
」
な
ど
に
於
て
、
一
般
の
訓
読
で
は
、
「
赤
キ
駿
」
「
別
ナ
ル

本
」
又
は
「
別
ノ
本
」
の
知
く
、
修
節
語
を
訓
ず
.
る
の
に
用
言
の

連
体
形
又
は
体
言
に
助
詞
の
ノ
を
加
へ
た
形
で
訓
じ
、
全
体
で
二

語
(
二
文
節
)
と
し
て
読
む
の
が
普
通
で
あ
る
。
所
が
、
日
本
書

紀
の
場
合
は
、
「
ア
カ
ウ
マ
」
「
ア
ダ
シ
フ
ミ
こ
の
や
う
に
、
体
言

や
形
容
詞
語
幹
な
ど
を
直
接
体
言
に
冠
し
て
、
全
体
で
一
語
と
な

る
や
う
に
訓
じ
て
し
ま
ふ
こ
と
が
非
常
に
多
い
。
こ
れ
は
日
本
書

紀
の
訓
法
が
、
一
般
の
訓
読
が
即
字
的
な
の
に
対
し
、
語
句
全
体

を
包
括
し
て
一
語
と
し
て
訓
ず
る
方
針
な
の
で
あ
っ
て
、
意
訳
的

傾
向
が
強
い
の
で
あ
り
、
文
、
同
時
に
純
国
語
的
な
要
素
が
増
す

こ
と
に
も
な
る
の
で
あ
る
。

〔
体
言
十
体
言
〕
(
普
通
は
「
体
言
十
ノ
十
体
言
」
)

ト
モ
人
従
者
・
チ
カ
ラ
ヒ
ト
健
児
・
カ
ラ
ヤ
ツ
コ
韓
奴
・
フ
チ
カ

タ
藤
形
・
フ
ナ
イ
ク
サ
・
ヤ
フ
サ
ハ
薮
津
・
カ
ト
モ
ト
門
底

〔
馴
訓
湖
周
矧
什
倒
司
〕
(
普
通
は
「
動
詞
連
体
形
十
体
言
」
)

ウ
カ
ミ
人
間
諜
者
・
カ
ラ
一
枯
山
・
ヨ
サ
シ
ト
コ
ロ
任
所
・
イ
ツ
ハ

リ
コ
ト
設
言

五
六

〔
形
容
詞
語
幹
十
体
4
2

己
(
普
通
は
「
形
容
調
連
体
形
十
体
言
」
)

サ
ム
カ
セ
寒
風
・
イ
ヤ
シ
ヒ
ト
疋
夫
・
ア
カ
ウ
マ
赤
駒
・
ア
シ
ハ

ラ
へ
悪
解
・
ア
ラ
ノ
ラ
荒
郊
・
フ
ル
コ
ト
旧
例
・
ア
ヲ
ウ
ナ
ハ
ラ

蒼
海

〔
形
容
動
詞
語
幹
又
は
そ
の
他
の
体
言
十
体
言
〕

コ
ト
異
父
・
モ
ロ
ヒ
ト
衆
人
・
ヒ
ト
ホ
ネ
一
骨
・
フ
タ
ヤ
カ
ラ
二
族

(
築
島
裕
『
平
安
時
代
の
漢
文
訓
統
括
に
つ
き
て
の
研
究
』
第
二
節
日
本

書
紀
古
訓
の
特
性
(
東
京
大
学
出
版
会

一
九
六
三
年

一
四
六
か
ら

一
四
七
頁
)

こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
今
ま
で
和
歌
や
源
氏
の
語
構
成
で

述
べ
て
き
た
こ
と
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
こ
と
で
あ
る
の
に
驚
く
。
特
に
、
第

2
項
の
「
動
詞
連
用
形
+
体
言
」
は
、
本
稿
で
と
り
あ
げ
て
い
る
問
題
に

そ
の
ま
ま
関
係
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
源
氏
物
語
の
造
語
法
が
、
和
歌
や
訓
読
語
の
語
構
成
と

類
似
し
て
い
る
こ
と
を
眺
め
、
相
互
の
関
係
を
探
っ
て
み
る
こ
と
は
、
無

意
味
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
一
語
一
語
の
考
察
も
大
事
で
あ
る
が
、
語

の
構
成
法
と
い
う
観
点
か
ら
眺
め
て
い
き
た
い
と
思
う
。



注】(
l
}
 

2 

拙
稿
「
源
氏
物
語
の
圧
縮
・
集
約
表
現
」
(
『
源
氏
物
語
の
展
望

輯
』
三
弥
井
帯
庖
二

O
O七
年
)

拙
稿
『
「
|
|
稲
」

T
l顔
」
と
い
う
表
現
を
め
ぐ
っ
て

l
|源
氏
物

語
の
造
語
法
か
ら
み
て
」
(
『
源
氏
物
語
の
展
望
第
四
制
』
=
一
弥
井

帯

府

二

O
O八
年
)

現
代
語
で
も
、
「
行
く
先
」
と
「
行
き
先
」
は
、
意
味
が
微
妙
に
異
な
り
、

後
者
の
ほ
う
が
、
具
体
的
な
場
所
を
示
す
場
合
が
多
い
で
あ
ろ
う
。
「
行

く
先
」
は
ま
だ
固
定
化
し
て
い
る
表
現
だ
が
、
『
落
ち
る
諜
・
落
つ
る
襲
」

と
「
落
ち
葉
」
で
は
、
前
者
は
一
穏
と
は
解
せ
な
い
。

注
の

2
に
あ
る
拙
稿
で
少
し
述
べ
て
み
た
。

玉
上
琢
弥
「
源
氏
物
語
の
こ
と
ば
」
(
『
文
学
』
第
二
十
六
巻
第
十
二
号

昭
和
三
十
三
年
十
二
月
。
『
源
氏
物
語
研
究
』
角
川
書
庖
所
収
)

第

3 {
4
)
 

{
5
)
 

(
か
み
た
に

京
都
光
華
女
子
大
学
名
誉
教
授
J

か

を

る

・

}

t

大
阪
女
子
大
学
第
ロ
期
生
、

源
氏
物
語
に
お
け
る
「
動
詞
連
用
形
十
名
調
」
の
語
形

五
七

l
l和
歌
の
造
語
法
か
ら
み
て
|
|


